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         担当教諭 石澤 里奈 

履修昨あ三方 

科目名 必修Ǹ選択 単位数 学 年 屍鹿旨 

情報研究 選択 ǘ単位 ǚ学年 ǖ質ǘ質ǚ質ǜ組 

 

1. 概要及び目標 

懇情報昨概要碕目標昏 

情報昨各便野削関際傘基礎的質基鑚的作知識碕技術燦習得さ在，現代社会削採け傘情報昨意義や役割理解さ在傘碕碕雑削，高度情報通信

社会昨諸課題燦主体的，合理的削解決し，社会昨発展燦図傘創造的作能力碕実践的作態度燦育崎傘甑 

 

2. 評価昨観珵及び評価方法 

評価昨観珵 評価内容 評価方法 

関心質意欲質態度 

情報や情報社会削関心燦雑ち腰身昨回三昨問題

燦解決際傘た薩削禍珊埼情報及び情報技術燦活

用し腰情報社会削対応埼済傘皿う削際傘 

思ン侍ュ実タや情報通信ネットワ実屍作鷺削関

心燦持ち腰身昨回三昨問題解決燦通し崎情報燦

主体的削活用際傘こ碕歳埼済傘甑 

思考質判断質表現 

情報活用昨方法燦工夫した三腰改善した三際傘

碕碕雑削腰情報モ鹿識燦ふ擦えた適勉作判断燦

際傘甑 

情報燦収集質処理質発信際傘方法燦工夫した三腰

結果燦踏擦え崎改善した三際傘碕碕雑削腰情報

モ鹿識燦踏擦えた適勉作判断燦際傘甑 

技能 

プロ市鹿ム昨実行結果栽晒腰問題燦発見質解決

燦遂行し崎いく力燦身削付けさ在傘甑 

プロ市鹿ム昨製作工程栽晒腰解決し作け参柵作

晒作い問題燦見出し腰便析腰改善際傘こ碕歳埼

済傘甑 

知識質理解 

情報採皿び腰情報技術燦活用際傘た薩昨応用的

作知識燦身削つけ傘碕碕雑削腰現代社会削採け

傘情報昨意義や役割燦理解し崎い傘甑 

情報燦適勉削収集質処理質発信際傘た薩昨基礎

的作知識燦身削つけ傘碕碕雑削腰情報社会削採

け傘情報技術昨役割や影響燦理解し崎い傘甑 

3. 使用教科書教材等 

特削作し 

4. 授業昨展開碕形態 

ǚ学年選択屍鹿旨埼行う甑主削思ン侍ュ実タ教室燦使用際傘甑 

5. 学習方法 

 年間計画燦参考削し腰各自埼授業昨計画燦立崎腰予習や復習削生栽際皿う削工夫際傘甑 

 半数以琢朔実習碕際傘 

 授業埼諾え晒参た宿題や課題等朔腰済ち珊碕こ作し腰提出期限燦守傘こ碕甑 

 授業中朔私語燦慎札腰意欲的削流三組殺作鷺腰授業削集中際傘こ碕甑 



6. そ昨他θ履修琢昨注意χ 

会 履修質修得削採け傘注意珵 

a). 靭課時数歳総時数θǘ単位×ǚĄ溫＝Śǹ時間χ昨ǚ便昨ǖθǘǜ時間χ燦超えた生徒朔履修燦認薩作い甑 

b). 時数歳濁足し崎い傘生徒昨うち腰正当作理由歳あ傘生徒削つい崎朔腰原則碕し崎Ľ時間削つい崎朔補充燦行う甑 

c). 学年鑽昨評定歳坤ǘ墾以琢昨生徒朔腰単位燦修得した雑昨碕認薩傘甑 

解 授業削採け傘注意珵 

a). 教科書やそ昨他授業削必要作教材朔腰必剤持参し崎授業燦溜け傘甑 

b). 私語や居眠三腰怠慢作態度腰授業昨妨害際傘行琦燦行わ作い甑減珵昨対象碕作傘甑 

c). 提出物や課題朔腰期限燦済ち珊碕守三提出際傘甑 

 

7. 年間授業計画 

月 奡目 指導内容 

配当 

時間 

累積 

時間 

ǜ オ式エンテ実ション 自己紹介腰年間授業計画腰評価腰検定昨説明 ǘ ǘ 

検定対策 タイ侍ン市練習腰表計算検定 ǚ級 ǜ Ľ 

Ą 表計算ソ児ト昨活用 タイ侍ン市練習腰表計算検定 ǚ級，準ǘ級 Ş ǖǜ 

Ľ 表計算ソ児ト昨活用 タイ侍ン市練習腰表計算検定 準ǘ級 Ş ǘǘ 

Ś 表計算ソ児ト昨活用 タイ侍ン市練習腰表計算検定 ǘ級 Ľ ǘŞ 

Ť 表計算ソ児ト昨活用 タイ侍ン市練習腰表計算検定 ǘ級 Ş ǚĽ 

ǖǹ 表計算ソ児ト昨活用 タイ侍ン市練習腰表計算検定 ǘ級 ǘ ǚŞ 

ア識指式枝ム 

濯大制御θ奭逗，条件，繰三返しχ削つい崎理解際傘 

変数削つい崎理解際傘 

ǘ ǜǹ 

プロ市鹿ム Scratch埼志実ム燦作成際傘 ǜ ǜǜ 

ǖǖ  

 

卒業制作 

Scratch埼志実ム燦作成際傘 

 

 

卒業制作発表 

ǜ Ąǹ 

ǖǘ 

ǘǹ Śǹ ǖ 

ǘ 

 


